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1 ．創価一貫教育での学び
　私は創価中学・高校で創立者から直接間接に様々な激励をいただきながら、創価学
園の開校にあたって創立者が発表されたモットー「真理を求め、価値を創造する、英
知と情熱の人たれ。進取の気性に富み、栄光ある日本の指導者、世界の指導者に育て」
（「未来社会の奔流に」（1968年））等に学ぶ日々を過ごさせていただいた。大学におい
ても、大学祭・体育大会・寮祭・入学式・卒業式などにおいて様々に激励、ご指導を
いただくとともに、「英知を磨くは何のため　君よ それを忘るるな」「労苦と使命の
中にのみ　人生の価値は生まれる」のブロンズ像の指針への思いを胸に、「創造的人
間たれ」（第 3 回入学式）「迫害と人生を語る」（第11回創大祭）などの創立者講演の
学習会を通じて、創立者の人間教育に触れてきた。
　創立者の思いを体現しようとの創価学園・大学の先生・職員の皆様方の慈愛と熱意
あふれる環境の中で、多くの学校行事やクラブ活動、委員会活動を通じて、創価学園・
大学が目指す教育について、体験的に学ばせていただいた。特に、自分たちの学びの
姿、成長の姿をもって創立者をお迎えしたいという生徒・学生相互の作用が高まる文
化祭や卒業式等の行事を通じた学びの影響が大きかったと感じている。
　大学で学んだ「創造的人間たれ」に関する思索は、その後教員時代に創立者が発表
された「教育の目指すべき道　私の所感」（1984年）（以降「教育所感」）で示された
「全体性、創造性、国際性」の理解の土台となり、創価教育が目指す「全体性、創造性」
の人間教育が、特別支援学校教員18年 ･ 都教育委員会指導主事 4 年 ･ 特別支援学校副
校長・校長12年を生きぬく土台となった。
2 ．教員としての学び
　私が東京都の教員として奉職した1982（昭和57）年は、前掲の「未来社会の奔流に」
から14年を経ているものの「教育理念の喪失、若人の人格を軽視する風潮、指導者の
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次代に対する責任感の欠如」の様相がまだ色濃い時代であった。
　採用された学校において、重症心身障害児者施設訪問学級担任となり、以後、最重
度の障害児教育の現場で18年を過ごすこととなった。当時は、養護学校義務制 4 年目
で、重症児教育の在り方について全国各地で手探りしている草創期であり、多くの教
員に重度障害の子どもの教育についての熱意があり、その中で多くのことを学ばせて
もらった。その一方で、職員団体の活動の雰囲気からか、責任をもってリーダーシッ
プをとったり、模範を示そうとしたりする姿は敬遠され、職員の勤務軽減が授業時間
に優先されることも見られる時代であった。
　そうした状況が幸いしたというべきか、わずか 4 年目にして教員が 8 人から14人い
る訪問学級の主任（当時は学部代表）となり、訪問学級がある施設との折衝に当たり
ながら、教育課程の編成・実施・評価の推進役を担い、また、自主的な研究研修の企
画推進に携わることとなった。重症心身障害児の理解にかかわって、アンリ・ワロン
の著作の学習会や高名な理学療法士を招いての研修会での学びを通じて、指導に関す
る基本的な考え方や手技を徐々に身に付けるとともに、訪問教育関係者の研究会を通
じて、多くの出会いを得て学びを深めることができた。全国単位の研究会で研究発表
する機会にも恵まれ重症児の指導法等の研究への思いを一層高めるとともに、その一
方で、障害児教育に関する制度的な課題も強く感じるようになり、教育行政への志向
も芽生えていった。
3 ．指導行政にかかわって　
　現場の教員を18年経験した後、 4 年間指導主事として指導行政に携わった。学校の
教育課程編成・管理を中心に、人事制度や採用選考、予算措置等、教育行政が教育の
専門家である指導主事を使って行う様々な職務を経験した。学習指導要領や道徳教
育、人権教育の資料等の作成に関わって、国が進める教育施策が、学校教育を知識・
技能だけを求める教育から人間性の教育に向わせようとしていると感じた面もあっ
た。当時は、「総合的な学習の時間」の本格実施や「観点別評価の中学校・高等学校
への拡大」にかかわった時期であり、一面、人間教育の理想に進みつつある状況に見
えたこともある。しかし、この20年近く前に「教育所感」で創立者が「上からの改革
は、教育になじまない」と示されたように、指導資料が改善され、数億円かけて何万
部も配布されようとも、学校現場で多くの教師が心からそれらの教育改革に教育的な
価値を見出して進む姿を見せるようになるには、何世代もの地道な努力が必要な状況
であることを感じることも少なくなかった。わずかな経験であったが、結局のところ
人を育てることだけが改革の道であると思い至り、直接的に人材育成にかかわるため
役所から学校への配置転換を希望し、特別支援学校に異動することとなった。　
　ある学びの集いを通じて創価教育の父である牧口先生が特別支援教育の本質的な問
－59－
創大教育研究　第28号：杉本
題は、障害者差別のある社会での障害受容であることを示した上で、その解決方策と
して「治ろうとする自力と治そうとする他力との確信をもった協同」（創価教育学体
系Ⅳ第 4 章教育方法論の体系第 4 節 ) と示していることに出会ったのもこの間のこと
であった。
4 ．教育管理職として　大学教員として
　その後、特別支援学校の副校長を 6 年、校長を 6 年経験させていただいた。その間、
所属校の教師一人一人が心身の健康を保ちながら、互いに高め合う学校となるよう、
様々に工夫し務めてきた。労働安全衛生への取組を地道に続けつつ、公開研究会への
挑戦や指導計画の作成システム開発、教材ライブラリーの作成など、教師の質が教育
を決めるという実感からの取り組みを重ねてきた。
　思いの先には、牧口先生の示した児童生徒が教師と協同した目標意識を自らもつ指
導の実現があり、そこにつながる「教育所感」の「創造性」に示される教師の「触発
力」の養成があった。そのような教育の実現や教師の輩出には、息の長い取り組みが
必要であり、粘り強く取り組む人材の流れが重要であると感じるに至っている。
　縁あって、教育学部の後輩を育てる立場となった。現在の教職課程でのかかわりの
充実を期しながら、卒業生をこの人材育成の流れに巻き込んでいく学びの場作りにか
かわって行きたいと考えている。
